
41



42



43



44



食品ロス

45



46



47



48



7

食品廃棄物の種類と再生利用の手法
ü 食品製造業から排出される廃棄物は、均質で量が一定していることから、分別も

容易で、栄養価を最も有効に活用できる飼料へのリサイクルが適している。
ü 外食産業から排出される廃棄物のうち、食べ残し等は衛生管理上、飼料へのリサ

イクルに不向きなものが多く、比較的分別が粗くても対応可能なメタン化が有効。

※ 残さの種類によっては不向きなものもある 49

メリット デメリット

飼料化 ・配合飼料価格
の高止まりを受け、
エコフィードの需
要は堅調

・異物除去や食
品残さの品質維
持、製品の精密
な品質管理など、
レベルの高い管
理が必要

肥料化 ・初期投資が少な
く技術的なハード
ルが低いことから
新規参入が容易

・最終製品価格
が安く、需要も必
ずしも多くないた
め利益を上げに
くい

メタン
化

・他のリサイク
ル手法に比べて、
比較的分別が粗
くても対応が可
能

・設備導入が高
コスト
・副産物利用が
進んでおらず、
処理にコストが
必要

業種 食品残さの種類
分別の
レベル

リサイクル手法

食
品
製
造

●大豆粕・米ぬか

●パン・菓子屑 容
易

●おから等

●食品残さ（工場）
飼

●返品・過剰生産分 料
化

肥
料

食
品
卸
・
小
売

●調理残さ（店舗）
化
（

●売れ残り（加工食品）
堆
肥
化

メ
タ

● 〃 （弁当等） ） ン
化

外
食

●調理屑（店舗）

●食べ残し（店舗）

家
庭

●調理屑 困
難

●食べ残し
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食品関連事業者 再生利用事業者

農林漁業者等

☆リサイクルループの事例①～肥料化～
ロイヤルホスト㈱、ロイヤル㈱、ロイヤル空港
高速フードサービス㈱、ロイヤルインフライト
ケイタリング㈱の福岡県３市、佐賀県１市、熊
本県１市の食品残さ（厨房残さ、廃棄食品、
調理くず）：125t/年

ロイヤルインフライト
ケータリング

㈲鳥栖環境開発綜合セン
ロイヤル空港高速 ターにて、副資材を加え、
フードサービス 肥料化（13.2ｔ/年を製造）㈱トワードによる収集･運搬

ロイヤルホスト

ロイヤル㈱が、たまねぎ４０ｔ/年
を引取り、同社セントラルキッチン
にて加工調理し、各店舗に供給

㈱トワードが、この肥料13.2ｔ/年を使用し、
契約取引先や道の駅に

野菜（たまねぎ、ジャガイモ、だいこん、さ
126t/年を販売

つま芋）、ソバを生産（166ｔ/年） 50


